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(百万円未満切捨て)

１．2023年１月期第２四半期の業績（2022年２月１日～2022年７月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年１月期第２四半期 2,449 △16.8 △173 － △172 － △108 －
2022年１月期第２四半期 2,943 － 713 － 682 － 425 －

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年１月期第２四半期 △19.80 －

2022年１月期第２四半期 79.81 －
　

(注) １．当社は、2021年１月期第２四半期につきましては、四半期財務諸表を作成していないため、2022年１月期
第２四半期の前年同四半期増減率については記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年１月期第２四半期 7,687 6,809 88.6

2022年１月期 7,760 6,918 89.2

(参考) 自己資本 2023年１月期第２四半期 6,809百万円 2022年１月期 6,918百万円
　　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年１月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年１月期 － 0.00

2023年１月期(予想) － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　　

３．2023年１月期の業績予想（2022年２月１日～2023年１月31日）
2023年１月期の業績予想については、非開示といたします。詳細は、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関

する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

　　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年１月期２Ｑ 5,502,900株 2022年１月期 5,502,900株

② 期末自己株式数 2023年１月期２Ｑ 80株 2022年１月期 35株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年１月期２Ｑ 5,502,864株 2022年１月期２Ｑ 5,334,754株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)
業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、リスクや不確定な要素

等の要因が含まれており、実際の成果や業績等は記載の見通しとは異なる可能性がございます。なお、上記業績予
想に関する事項は、添付書類３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご覧ください。

(決算補足説明資料の入手方法)
当社は、2022年９月16日(金)に機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。当日使用する決算補足

説明資料については、2022年９月14日(水)に当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により依然として厳しい状況に

ある中、ワクチン接種の普及や各種政策の効果により、段階的に経済活動が再開に向かいましたが、新たな変異株

の感染症再拡大による感染者の急増がみられるなど、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

当社が主に事業を展開する国内モバイルオンラインゲーム市場においては、2012年より市場が拡大し、2014年以

降はメーカー売上金額ベースで緩やかに成長しております。2022年には前年比100.5％の１兆3,060億円、2023年に

は前年比102.5％の１兆3,390億円まで拡大が見込まれ（注）、今後も底堅く推移するとみております。

このような経営環境のもと、当社ではモバイルオンラインゲームに関しては、既存タイトルの安定的な運用と新

規タイトル「&0」（アンドゼロ）のリリースに注力するとともに、新規タイトル開発を複数同時に進行できる体制

を構築するため人員の拡充に取り組んでまいりました。また、MD（マーチャンダイジング）に関しては、2022年４

月に当社初となる常設店舗「coly more! 池袋PARCO店」を開店いたしました。これにより、新規タイトル及び常設

店舗による売上の増加があった一方、既存タイトルの売上の減少により前年同期比で売上が減少し、販売費及び一

般管理費のうち研究開発費等が増加いたしました。

その結果、当第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高2,449,976千円（前年同期比16.8％減）、営業損

失173,001千円（前年同四半期は営業利益713,958千円）、経常損失172,956千円（前年同四半期は経常利益682,009

千円）、四半期純損失は108,956千円（前年同四半期は四半期純利益425,764千円）となりました。

なお、当社はコンテンツ事業の単一セグメントであるため、セグメント情報は記載しておりません。

（注）出典：「ファミ通ゲーム白書2022」（株式会社角川アスキー総合研究所）、国内オンラインプラットフォーム

ゲームコンテンツ市場規模推移「ゲームアプリ（スマートデバイス＋SNS）」

（２）財政状態に関する説明

①財政状態に関する説明

（資産の部）

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べて72,382千円減少し、7,687,842千円となりま

した。これは主に現金及び預金175,852千円の減少によるものです。

（負債の部）

当第２四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べて36,644千円増加し、878,153千円となりまし

た。これは主に買掛金49,946千円の増加によるものです。

（純資産の部）

当第２四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べて109,027千円減少し、6,809,689千円となり

ました。これは主に四半期純損失を108,956千円計上したことによるものです。

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は6,723,388千円となりまし

た。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果支出した資金は、82,003千円となりました。これは主に、売上債権の減少103,876千円などの

収入があったものの、税引前四半期純損失172,956千円などの支出があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は、90,778千円となりました。これは主に、投資有価証券の取得による支出

70,380千円があったことによるものです。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は、3,070千円となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出3,000千

円があったことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社は、これまで「もっと、面白く」を企業理念に掲げ、モバイルオンラインゲームの企画・開発及び運営を軸

に自社IPを利用した事業展開に取り組んでまいりました。新型コロナウイルス感染症については、変異株の脅威な

ど感染再拡大のリスクは解消されず、事業環境の今後の先行きは不透明な状況が続いておりますが、当社ではMDの

対面販売イベントの中止や縮小が見込まれる場合には、通信販売を用いたオンライン化などの対策を講じる予定で

す。また、当社では在宅勤務が可能な体制を構築しており、今後も事業運営上特段の影響は生じないものと見込ん

でおります。

国内ゲーム市場の拡大は2022年以降も引き続き継続することが想定され、当社においては新規タイトル開発への

大規模な投資の実施、及び既存タイトルの安定運営に取り組んでまいります。

さらに、今後は自社IPだけでなく、他社IPの利用や、シナジーの高い企業との業務提携・M&A、新業態への挑戦を

検討し、企業規模の拡大を目指してまいります。

当社はこれまで業績予想の開示を行ってまいりましたが、新規タイトルのヒット度合や既存タイトルの状況によ

り業績が大きく変動すること、また今後の事業展開に関する不確実性が高いことから将来の業績を合理的に算出す

ることは困難と判断いたしました。以上のことから、2023年１月期の業績予想につきましては非開示といたしま

す。なお、今後の進捗を踏まえ、算定が可能になった場合は速やかに開示する方針です。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2022年１月31日)

当第２四半期会計期間
(2022年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,899,241 6,723,388

売掛金 430,433 326,557

商品 64,767 87,366

その他 156,961 184,011

流動資産合計 7,551,403 7,321,324

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 14,081 16,113

工具、器具及び備品（純額） 4,187 13,304

建設仮勘定 － 10,792

有形固定資産合計 18,269 40,209

無形固定資産

ソフトウエア 7,530 6,550

無形固定資産合計 7,530 6,550

投資その他の資産

繰延税金資産 30,093 94,098

敷金 152,828 155,180

その他 100 70,480

投資その他の資産合計 183,021 319,758

固定資産合計 208,821 366,518

資産合計 7,760,225 7,687,842
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(単位：千円)

前事業年度
(2022年１月31日)

当第２四半期会計期間
(2022年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 38,734 88,681

未払法人税等 139,199 24,723

未払消費税等 31,466 －

前受金 387,087 －

契約負債 － 371,529

賞与引当金 13,254 20,831

その他 231,766 372,388

流動負債合計 841,508 878,153

負債合計 841,508 878,153

純資産の部

株主資本

資本金 1,910,309 1,910,309

資本剰余金 1,905,309 1,905,309

利益剰余金 3,103,230 2,994,273

自己株式 △133 △203

株主資本合計 6,918,716 6,809,689

純資産合計 6,918,716 6,809,689

負債純資産合計 7,760,225 7,687,842

　



株式会社coly(4175) 2023年１月期 第２四半期決算短信

6

（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2021年２月１日
　至 2021年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自 2022年２月１日
　至 2022年７月31日)

売上高 2,943,237 2,449,976

売上原価 1,459,209 1,510,741

売上総利益 1,484,028 939,234

販売費及び一般管理費 770,070 1,112,236

営業利益又は営業損失（△） 713,958 △173,001

営業外収益

受取利息 10 33

受取配当金 2 －

その他 264 128

営業外収益合計 276 161

営業外費用

支払利息 85 12

為替差損 999 104

上場関連費用 13,737 －

株式交付費 17,403 －

営業外費用合計 32,226 117

経常利益又は経常損失（△） 682,009 △172,956

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 682,009 △172,956

法人税等 256,244 △63,999

四半期純利益又は四半期純損失（△） 425,764 △108,956

　



株式会社coly(4175) 2023年１月期 第２四半期決算短信

7

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2021年２月１日
　至 2021年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自 2022年２月１日
　至 2022年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

682,009 △172,956

減価償却費 1,882 3,760

敷金償却費 361 450

受取利息及び受取配当金 △12 △33

支払利息 85 12

株式交付費 17,403 －

売上債権の増減額（△は増加） 246,607 103,876

商品の増減額（△は増加） 5,998 △22,599

前払費用の増減額（△は増加） △36,523 △17,555

仕入債務の増減額（△は減少） △3,972 49,946

未払金の増減額（△は減少） △29,857 39,565

未払費用の増減額（△は減少） 23,263 68,674

前受金の増減額（△は減少） 9,173 －

契約負債の増減額（△は減少） － △15,557

未払消費税等の増減額（△は減少） △231,468 △31,466

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,007 7,577

その他の資産の増減額（△は増加） 512 △16,292

その他の負債の増減額（△は減少） 24,550 6,623

小計 712,018 4,024

利息及び配当金の受取額 12 33

利息の支払額 △85 △12

法人税等の支払額 △669,951 △86,049

法人税等の還付額 164 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 42,158 △82,003

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △6,752 △17,596

投資有価証券の取得による支出 － △70,380

敷金の拠出による支出 － △2,802

その他 △100 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,852 △90,778

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △3,000 △3,000

株式の発行による収入 3,793,215 －

自己株式の取得による支出 － △70

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,790,215 △3,070

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,825,521 △175,852

現金及び現金同等物の期首残高 2,580,222 6,899,241

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,405,743 6,723,388
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定しておりま

す。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)

等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、モバイ

ルオンラインゲームの収益認識については、従来はユーザーがゲーム内有償通貨を使用しアイテムを購入した

時点で収益を認識しておりましたが、ユーザーがゲーム内アイテムを購入した時点以降のアイテム使用期間を

見積り、当該見積り期間に応じて収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項のただし書きに定める経過的な取扱いに従

っており、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四

半期会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。この結果、

当第２四半期累計期間の損益及び利益剰余金期首残高に与える影響は軽微であります。

収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動負債」に表示していた「前

受金」は、第１四半期会計期間より「契約負債」に含めて表示しております。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。)等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

(企業会計基準第10号 2019年７月４日)第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期財務諸表に与える影

響はありません。

（セグメント情報等）

(セグメント情報)

当社は、コンテンツ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　


